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国内長期金利の推移
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27日の債券相場は反発も上値の重い展開か。米捜査当局がパウエル米連邦準備理事会（ＦＲＢ）

議長への捜査を終了したのを受け、米利下げ再開観測が浮上した。中短期債を中心に米国債利回りが低

下したのを受け、国内債にも買いが先行しそうだ。一方、米国とイランの停戦に向けた協議が行き詰まってお

り、インフレへの警戒感が引き続き重荷となりそうだ。日本や米国、欧州の中央銀行が金融政策を決める

「中銀ウィーク」とあって様子見姿勢が強まる場面も想定される。
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Daily Report

今日の債券相場の見通しとポイント

✓パウエル氏の捜査終了で米利下げ再開観測が浮上

✓米イランの協議は行き詰まりが鮮明に

✓中銀ウィークで様子見も

✓長国先物６月限予想レンジ 129円90銭～130円20銭


